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新産業創出・働き方改革調査特別委員会会議記録 

 

         新産業創出・働き方改革調査特別委員会委員長 岩 渕   誠 

１ 日時 

  令和５年１月 12日（木曜日） 

  午前 10時１分開会、午前 11時 35分散会 

２ 場所 

  第４委員会室 

３ 出席委員 

  岩渕誠委員長、米内紘正副委員長、伊藤勢至委員、軽石義則委員、菅野ひろのり委員、

城内よしひこ委員、高橋穏至委員、小野共委員、髙橋但馬委員、ハクセル美穂子委員、

高田一郎委員、上原康樹委員 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局職員 

  小笠原担当書記、小野寺担当書記 

６ 説明のため出席した者 

  株式会社ミツイ 

  代表取締役社長 金沢 和樹 氏 

  ソーシャルサポート事業部 ＧＭ 佐藤 大介 氏 

７ 一般傍聴者 

  １人 

８ 会議に付した事件 

 (１) 委員席の変更について 

 (２) 委員長の辞任について 

 (３) 調査 

    多様な働き方と魅力ある職場環境の整備について 

 (４) その他 

   ア 委員会県外調査について 

   イ 次回の委員会運営等について 

９ 議事の内容 

○ハクセル美穂子委員長 ただいまから新産業創出・働き方改革調査特別委員会を開会い

たします。 

 この際、１月 11日付で議長において本委員会の委員に指名されました岩渕誠委員を御紹

介申し上げます。 

 岩渕誠委員、一言御挨拶をお願いいたします。 
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○岩渕誠委員 岩渕でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ハクセル美穂子委員長 これより本日の会議を開きます。本日は、お手元に配付いたし

ております日程により会議を行います。 

 初めに、委員席の変更を行いたいと思います。今回の委員の指名に伴い、委員席を現在

御着席のとおり変更いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○ハクセル美穂子委員長 御異議がないようですので、さよう決定いたしました。 

 次に、日程２に入るわけでありますが、私の一身上に関する議題でありますので、副委

員長と交代いたします。 

   〔ハクセル美穂子委員長退席、米内紘正副委員長、委員長席に着席〕 

○米内紘正副委員長 議事を進行いたします。 

 初めに、ハクセル美穂子さんから委員長の辞任願が提出されておりますので、これより

委員長辞任の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。ハクセル美穂子さんの委員長辞任を許可することに御異議ありませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○米内紘正副委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、ハクセル美穂子さんの委員長の辞任を許可することに決定いたしました。 

○米内紘正副委員長 ただいま委員長の辞任を許可されましたハクセル美穂子さんから

発言を求められておりますので、この際、発言を許します。 

○ハクセル美穂子委員 これまで委員会運営に御協力をいただきまして誠にありがとう

ございました。これからは、一委員として円滑な委員会運営に協力していきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○米内紘正副委員長 お諮りいたします。 

 この際、委員長の互選を日程に追加し、直ちに委員長の互選を行いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○米内紘正副委員長 御異議なしと認めます。よって、この際、委員長の互選を日程に追

加し、直ちに委員長の互選を行います。 

 お諮りいたします。委員長の互選は、指名推選の方法により行いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○米内紘正副委員長 御異議なしと認めます。よって、互選の方法は指名推選によること

に決定いたしました。 

 お諮りいたします。指名の方法については、当職において指名することにいたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 
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   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○米内紘正副委員長 御異議なしと認めます。よって、当職において指名することに決定

いたしました。 

 新産業創出・働き方改革調査特別委員長に岩渕誠君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま当職において指名した岩渕誠君を新産業創出・働き方改革

調査特別委員長の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○米内紘正副委員長 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました岩渕誠

君が新産業創出・働き方改革調査特別委員長に当選されました。 

 ただいま当選されました岩渕誠君が委員会室におられますので、本席から当選の告知を

いたします。 

 岩渕委員長、委員長席にお着き願います。 

   〔米内紘正副委員長退席、岩渕誠委員長、委員長席に着席〕 

○岩渕誠委員長 ただいま皆様方からの御推挙により、新産業創出・働き方改革調査特別

委員長となりました岩渕誠でございます。皆様御存じのとおりの事情でございます。ハク

セル前委員長を初め、これまでの議論の積み重ねがあったところでございます。この議論

の積み重ねを大事にしてまいりたいと思いますので、どうぞ皆様よろしくお願い申し上げ

ます。 

 次に、多様な働き方と魅力ある職場環境の整備について調査を行います。 

 本日は、講師として株式会社ミツイの代表取締役社長、金沢和樹様及びソーシャルサポ

ート事業部ＧＭの佐藤大介様をお招きしておりますので、御紹介いたします。御挨拶をお

願いいたします。 

○金沢和樹参考人 皆さん、おはようございます。株式会社ミツイの代表取締役社長の金

沢と申します。本日はよろしくお願いします。 

○佐藤大介参考人 同じく株式会社ミツイの佐藤と申します。本日はよろしくお願いいた

します。 

○岩渕誠委員長 お二人の御略歴につきましては、お手元に配付している資料のとおりで

ございます。 

 本日は、多様な働き方と魅力ある職場環境の整備と題しましてお話しいただくこととし

ております。 

 金沢様、佐藤様におかれましては、御多忙のところ、このたびの御講演をお引き受けい

ただき、改めて感謝申し上げます。 

 これからお話をいただくことといたしますが、後ほどお二人を交えての質疑、意見交換

の時間を設けておりますので、御了承願います。 

 それでは、金沢様、佐藤様、よろしくお願いいたします。 

○金沢和樹参考人 皆様、改めましておはようございます。本日はよろしくお願いします。 
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 初めに、本来であればスーツで来るべきところだとは思うのですが、きょうはあえてこ

ういう格好をしてきました。働き方改革の中で、服装の多様化も実践していきたいと考え

ておりますので、御理解いただければと思います。 

 まず、私の自己紹介ですけれども、秋田県横手市の生まれです。岩手県の隣になります。

雪国で育ちまして、高等学校からバスケットボールで仙台市立仙台高等学校に進みました。

仙台大学附属明成高等学校卒業の八村塁とは恩師が同じで、恩師つながりでいくと、八村

塁は私の後輩に当たります。私は知っていますけれども、向こうはもちろん知りません。

高等学校では、インターハイ３位、国体３位、あとウインターカップ３位という成績で、

レギュラーとしてやっておりました。大学は栃木県小山市にある学校法人白鴎大学に進み、

その後、東京のＩＴ商社の株式会社大塚商会に入社しまして、全国で営業のトップを取っ

たこともあります。 

 2014 年に株式会社ミツイを立ち上げました。会社としては、もうすぐ 10 年を迎える企

業で、10年で従業員 224名の企業体になっております。 

 弊社の歩みとして、初めに介護事業を行い、そこから障がい児童向け事業、保育園、障

がい者向け事業、点から線、線から面ということで、各種事業を運営しております。宮城

県内では、この事業分野で事業数からすると、恐らく断トツでトップの事業体になります。 

 そういった取り組みが評価され、資料にありますとおり厚生労働大臣表彰を受賞しまし

た。ほかの受賞企業は、伊藤忠テクノソリューソンズ株式会社など名立たる企業で、三井

住友海上火災保険株式会社なども厚生労働省人材開発統括官表彰を受賞されています。 

 あと、仙台市の四方よし企業大賞を受賞しました。近江商人の売り手よし、買い手よし、

世間よしの三方よしに、働き手よしを加えたものが四方よしです。また、宮城県知事と宮

城労働局長から感謝状をもらったり、七十七銀行から表彰を受けたりしました。 

 そのほか、ニュースウオッチ９で特集されたのですが、保育園を始めたときは、保育士

不足で、保育園落ちた日本死ねの時代だったのですけれども、そこで保育士の子連れ出勤

をオーケーにしました。保育士の子連れ出勤というのは、業界の中では暗黙のルールでで

きないとされていました。厚生労働省や内閣府、仙台市に確認したところ、法的には問題

ないが、そういったものはできないのではないかと言われました。やったこともないのに、

できるかできないかなんてわからないということでやってみたところ、10人の保育士募集

に 70人の応募が来ました。毎日面接です。誰が誰だかわからなくなるくらい面接をして、

その中から 10名を採用しました。 

 これは当社のホームページですけれども、出産後も働き続けられるですとか、夫婦で勤

務をする、お子さんが保育園を卒園したりですとか、自分の身内を自分の会社にというの

はなかなかないと思います。家族を丸ごと抱えるような事業運営をしております。 

 あとは縦割り行政について、保育の相談をしに行って、その先で実は私の親のことも相

談したいとなると、では向こうへ行ってくださいと言われるわけです。我々は民間で、何

でもできますので、福祉の相談窓口ということで、保育の相談もできるし、障がいの相談
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もできるし、介護の相談もできるという窓口をつくりました。 

 最近は地域に対してどんどん発信をしており、地域住民とのいろいろな交流を社員が企

画、運営する事業に取り組んでいます。弊社を御利用いただいている方の家族のコミュニ

ティーをつくったりですとか、こういうものも社員が企画、運営をしています。これは、

私がトップダウンで指示するのではなくて、社員が考えてやりがい、存在意義というもの

を感じて動いてもらっています。 

 これも弊社の保育園の園長が、地域の園長はどういうコミュニティー、相談相手を持っ

ているのだろうということで、地域の園長同士のコミュニティーをつくるために企画、運

営をしました。我々は、競合ではなくて、共存していくというスタイルで取り組んでおり

ます。 

 本日のテーマは、多様な働き方と魅力ある職場環境の整備ということで、社員の働きや

すい職場環境の整備、職場定着向上の取り組み、キャリア形成支援について、皆様の資料

に少し追加いたしました。 

 福祉業界は特に人材不足とよく言われています。でも我々は事業展開をしていかなけれ

ばなりませんので、社員誰もが働き続けられる環境整備を進めています。社員のダイバー

シティ化、誰もが働き続けられる多様な働き方の実現に向け、先ほどの子連れ出勤など、

まずはやってみるというところです。やらなければ何もわからないですし、やる前にでき

ないだろうではなくて、まずはやってみるという精神です。 

 それから、社員の保育料を無料にしたり、老人ホームについても入居補助を出したり、

あとは資格支援制度に補助金を出して、誰もが新しいキャリアアップを図っていくという

体制でやっております。 

 キャリア支援の具体的な取り組みということで、多様な人材を活用し、創意工夫を凝ら

した社員研修を行っています。我々は福祉事業を幅広くやっていますので、いろいろな人

材がたくさんいます。例えば、介護職が障がい児の事業に異動したり、保育士が障がい系

の事業に異動したりですとか、そこでコミュニティーを持ったり、社内研修、保育、別事

業のメンバーが別事業のメンバーに対して研修をするなど、人材交流を図っています。 

 キャリアアップを見据えたツールの活用や社内専門家による職場定着向上の取り組みと

いうことで、いろいろ面談をしているのですけれども、社内に公認心理士、臨床心理士も

いますので、そういうメンタルケアについても取り組んでおります。 

 次は、ダイバーシティをとことん追求するということで、今までの当たり前というのは

現在の当たり前ではもちろんありません。今までの当たり前というのは過去であって、今

現在はどうなのだというところについて、子連れ出勤をしたり、在宅ワークを進めたり、

定年は起業当初から 70歳にしております。今定年を上げると補助金が出ますが、そのとき

は何も補助金がなく、弊社は初めから 70歳で、非該当だったということもありました。 

 これは、弊社の前の本社での子連れ出勤の風景です。子連れ出勤というのは、議員の皆

さんがやってもおもしろいのではないかと思います。弊社は子連れ出勤や親連れ出勤、兄
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弟もペットもオーケーというふうにやっております。 

 そして、相手の立場に立った伝え方ということで、20歳代、30歳代、新卒のメンバーが、

入ってすぐ管理職をやりたいという話があり、新卒で入社した２年目の職員に管理職にな

ってもらったケースもあります。入社前には５年後、10年後に管理職と思って入ってこら

れたのですけれども、なぜそう思ったのかと聞いたら、そういうものですよねという回答

でした。そういうものではないと伝えたところ、そうなのですか、ではやりたいですとい

うことになり、伝えていくというのも大事だと考えております。 

 あと、キャリアの見える化による働きがいと長く働き続けられるサポート体制というこ

とで、社内にいろいろなサポート体制を整備しております。１年目、２年目の研修のほか、

会社全体を伝えられるような幅広い研修などをやっていったら、新卒１、２年目の社員の

離職は今のところゼロです。 

 次に、まずはやってみるという企業風土についてです。社員に言っているのは、私の辞

書に丸と三角はあるけれども、バツはない。もちろん法的な部分で逸脱してしまうとか、

急に 100万円かかるのですがと言われたら少し考えるのですけれども、まず一回やってみ

ようと、やってみなければわからないというスタイルでやっております。 

 また、弊社における産休、育休後の職場復帰は 100％になっております。 

 今までの話は、恐らくどの企業も決して難しくないと思うのですが、できていない企業

も結構あると思います。スライド限定になってしまいますが、私の考え方としては、社長

が動けばいいというだけだと思うのです。変われないというのは言い訳であって、変えれ

ばいいだけだと思うのです。できない、やらないのであれば、倒産とか廃業の準備をした

ほうがいいというくらいの感覚が、今は必要でないかと思います。その辺の危機感を持っ

て事業をやっていかないと、いずれ淘汰されるのは目に見えていますし、本当にこのくら

いの危機感覚が必要なのではないかと思います。 

 ほかに今までやってきたこととして、普通のことをやってきただけなのですけれども、

我々の業界では斬新でした。９年前から介護記録はｉＰａｄで作成しています。９年前は、

手書きのものを見ながらパソコンに打ち込んでいました。何をしているのかと思いました

が、当時はそれが当たり前だったのです。どんどんｉＰａｄを活用し、ＤＸを進めていっ

たところ残業がとても減りました。 

 介護事業でも残業代支給は当たり前の話ですが、当時は、残業代が出ていない事業所が

いっぱいありました。希望休を取れたり有給休暇が使えるのも当然の話ですが、それをや

っていない中小零細企業というのはまだまだあるのではないかというのも、私は問いたい

です。 

 そして、８年前から障がい者事業の手書きもゼロです。スマートフォンやタブレットを

導入して、全てウェブ化しました。７年前から保育園でもペーパーレスです。保育園の保

育士がコピー機の前で 123％、125％かなとやっているのです。何をしてるのと聞いたとこ

ろ、何かをつくるのに、少し大きくしたい、小さくしたいとのことでした。スキャンして
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パソコンで見せたところ、何ですか、これとなりました。今ではもう当たり前になってい

ますけれども、当時は斬新でした。 

 あとは、保育園で当時、写真販売会というのを結構やっていました。保育園に写真をば

っと並べて、何番と何番と何番を買いたいですと。ええっと驚いたのですが、撮った写真

を全部アプリに上げて、必要なものはスマートフォンでアプリからダウンロードしてもら

えればいいだけですので、何年も前からこの方法でやっています。 

 保育園は特殊な業界で、自宅に仕事を持ち帰るのが当たり前だったのですが、ゼロにな

りました。残業もほぼゼロです。そして、３年前から社内システムをグーグル仕様に全部

切りかえました。７年前から子連れ出勤、親、兄弟、ペット、オーケーです。弊社の障害

者雇用率は 4.4％です。ただ人材を採用してきただけですから、障害者雇用率という言葉

も何か変ですけれども。 

 先ほど言いましたが、育休復帰率は 100％で、弊社の平均残業時間は月 33分です。これ

が長いのか短いのかわからないですけれども、業界からすると短いと思います。 

 新卒の採用コストもゼロです。ハローワークで中途採用の募集をすると、そこに新卒が

応募してきます。あと管理職の女性比率は 48％になっております。 

 障害者雇用率の話が出ましたが、民間企業の障害者雇用率は、岩手県が東北ナンバーワ

ンです。すごいと思って、どういうふうにやっているのか、きょうお聞きしたかったので

すけれども、法定の雇用率は民間企業が 2.3％で、行政はもっと高く 2.6％になっています。

12 月 22 日のニュースで、岩手県、行政機関の障害者雇用率が、２年ぶりに法定の雇用率

を上回ったと報道されていました。働き方改革の委員会の皆様なので、法定の雇用率を民

間企業にもどんどん言ってください。 

 我々も障がい者事業をやっているからというのはもちろんあるのですけれども、障がい

者への偏見がまだまだ世の中にはあるのです。障がい者の種別には、精神、知的、身体が

ありますが、身体の方だけ採用しますという企業が多いです。なぜならば、車椅子でここ

から上は普通で、パソコンや電話応対ができるからです。そういうふうにやるから、また

どんどん障がい者への偏見が生まれていきます。身体でも、知的でも、精神でも、できる

方、能力がある方はたくさんいらっしゃいます。そういうところもぜひ岩手県の民間企業

の方々にお伝えいただきたい。働き方改革、働き手不足、経営者ができることがまだまだ

あるのではないかと、私は感じております。 

 そして、ここからは福祉業界だけでなく、全ての企業で使える内容を、私が社員に伝え

続けていることをお話ししたいと思います。私の考えでは、働きやすい会社なんてつくる

なと思うのです。働きがいのある会社をつくるということを私は考えております。では、

働きやすいと働きがいは何が違うのかというと、働きやすいというのは、楽だったり、流

れだったりですが、働きがいというのは、生きがいとか存在意義です。自分は働きがいが

あるからここに居続ける、結果、仕事をやめません。退職しないです。そういう働きがい

のある職場環境をつくるということが大事だと考えています。 
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 これも社員に言い続けているのですけれども、社内でいろいろと研修をやっていて、私

の思いを伝えるときに、いろいろと資料をつくったりするのですが、社長が 100％で伝え

ても、部長クラスに伝わるのは 70％とか、その先は 50％、30％となっていきます。という

ことは、一回説明したとかではなくて、経営者が伝え続けなければいけないと思うのです。

弊社の佐藤大介ＧＭから、それ、この前も言っていましたよねと言われますが、やはり伝

え続けるということが大事だと考えております。 

 これも社員に言っているのですけれども、よくある自己満足の考え方として、あえて横

文字や専門用語を使い、知識自慢になってしまっているケースがあると思うのです。でも、

何も伝わっていなかったら意味がないではないですか。聞いている方々は、ちゃんと全員

理解しているのか、知ったかぶりになっていないか、聞いている人に思い、考えは伝わっ

ているのか。もちろん補足をすれば大丈夫だと思います。さっきのキーワードは業界用語

だけど、知っていますかと伝えられるかどうかだと思うのです。聞いている社員全員に理

解してもらえる伝え方というのが大事ではないかと思います。 

 最近よく聞くＩＣＴ、ＤＸを中小企業の経営者がやらない言い訳として、うちに合わな

いからとか、うちにできる人がいないからと、よく言うと思うのですけれども、私は、合

うはずがないじゃないですかと思います。世界のトップ企業がやっているのに、合わない

のは当然だと思うのです。御社は世界のトップ企業ですかという部分も少しあるのですけ

れども、アップデートを勝手にしてくれるので、そこについていけば、世界基準で社内を

動かせるわけではないですか。どんどんアップデートしてくれますからね。 

 そして社員の声ですが、こんな話はするなということで、自分が若いときにはこんな苦

労をしてさという、私も含めてくだらない大人というのはいっぱいいると思うのです。で

も、それというのは今を生きているのでしょうか。今までの定説だったり、昔の自慢話と

いうのは、今の若者からするともう日本昔話ではないですか。恐らく皆様も小さい頃、大

人から、俺が若い頃はと言われ、いや、あなたの若い頃だろうとなったのではないでしょ

うか。 

 私は、世の中はシンプルだと思うのです。社長の考え方を変えてアクションをするだけ。

社員は、よく部下という表現をしますけれども、私は最前線の社員だと考えております。

もうやるだけ、アクションです。やろうと思いますというのは、やらない可能性があるわ

けです。やりますというのか、やろうと思いますなのかで全然違うと思うのです。今社内

では、全員ではないですけれども、浸透してきています。変えればいいのです。かっこい

い言葉なんて要らないですし、むしろわかりやすい言葉でシンプルに伝える。過去の考え

方は不要ですし、今を考えて変化していくというのがキーワードなのではないかと考えて

おります。 

 これも社員に言っています。成長なんかしなくていいと。よく成長したねではなく、変

化しようと。成長なんて、私は自然にするのではないかと思うのです。それを縦横の軸で

考えますと、私の考えは、成長というのは縦の時間軸、変化というのは横軸だと思うので
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す。こういうふうに変化をしていけば、その成長の幅というのはどんどん広がっていって、

大きな幹になります。成長なんかしなくていい、とにかく今の世の中、情報だらけですの

で、いろいろな情報をみずから取りに行って、結果それが成長になったとなるのではない

かと考えております。 

 私は、保育、障がい児、障がい者、高齢者事業をやっていますけれども、一切技術はな

いです。一切介護もできません。保育もできません。資格も全く持っていません。社内の

事業所へ行ったときに、常にお客さん目線で入りたいので、私は資格は取らないと社員に

言っています。例えば介護事業所に行ったときに、少し便のにおいがするなど、嫌なにお

いがするというケースがあると思います。そういうとき、現場にいるとよくも悪くもなれ

てしまうわけではないですか。でもお客さん目線で入ったときに、あれ、何か少しにおい

がするねとか、ここ何か汚れているねという目線で入りたいので、資格は一切取らないと

言っております。技術、知識はないけれども、環境はつくれると考えております。 

 よく見る組織図というのは、こうなっています。でも、こういう組織図だから、上司が

上になるわけではないですか。上司に相談するというのが重くなるわけです。上になるか

ら相談しづらい、上というだけで偉い人、遠い存在に感じると思うのです。なので、最低

でも私はこうだと、あくまでも役割であって、決して偉いわけではないと。 

 私は、最前線の社員が頑張ってくれているので、今私はここでお話ができていると思う

のです。本当にしっかりと感謝を持って経営しています。 

 そして、社員からの提案というのは、こうやったら会社が悪くなるので、やりませんか

なんてものであるはずがありません。社員がどんどん発信できる環境をつくる。トップダ

ウンでやるよりも、最前線の社員だからこそいろいろ情報をつかんで、今こうやったらい

いという提案をしてきますから、社員自体でやってもらったほうがうまくいくのです。そ

こを、やってもいないのにリスクを考えて、それはちょっとやめたほうがいいではなく、

法律やいろいろな悪影響がないのであれば、一回やってみようだと思うのです。環境もつ

くれますし、考え方も伝えられると考えております。 

 また、私は、日本での研修会や講習会は、２時からだったら１時 55分に、ぎりぎりに行

ってもいいのではないかと考えています。なぜなら、大きい部屋にステージがあって、椅

子がこうあったら、日本では後ろから埋まっていくので、一番前は絶対あいているのです。

一番前に座って、最後に質問をしてきなさいと。質問がないなんておかしいではないです

か。講師の話が終わると、大体名刺交換タイムみたいに並ぶので、一番前だったら、すぐ

名刺交換して、それではとすぐ帰れるというのも伝えています。そうすれば、後からメー

ルするときに、一番初めに名刺交換した○○ですと言うと、覚えてもらうこともできます。 

 そして、社員には、仕事は楽しくなんてやるなと言っています。仕事が楽しいですかと

かよくありますが、私はおもしろくやれと伝えています。では、楽しいとおもしろいの違

いは何だろうというと、日本人は、これを自然に使い分けているのではないかと思います。

例えば、私は、昨日の飲み会は楽しかったねと言いますが、あの漫画、あのドラマ、あの
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漫画はおもしろいよねなどと、自然に使い分けしていると思うのです。 

 私が考える楽しいとおもしろいの違いというのは、楽しいというのは一過性、一時的な

感覚、おもしろいというのは探求心で、漫画も１巻、２巻、３巻とあったら、次を読みた

いと感じるので、楽しいとおもしろいを自然に使い分けていると思います。 

 仕事についても、きょうはこういうアプローチをしたけれど、明日はどういうアプロー

チをしようかなど探求心をもっておもしろくやっていくと、やりがい、働きがい、存在意

義につながって、結果、やめない体質になっていくのではないかと考えています。 

 社内には、唯一禁止用語があります。だめという言葉を禁止にしています。日本人は、

だめという言葉をとても使っていますが、だめという言葉は否定の要素しかないのです。

だめにプラスの要素というのは、私はないと思うのです。ニュースでも、テレビでも、イ

ンターネットでも、どこでも日本人は、だめという言葉を本当に使っています。世の中か

らだめという言葉がなくなったら、少しはいい世の中になるのではないかと思います。否

定されると嫌ではないですか。正義の味方、アンパンマンも実は結構使っているらしいで

す。 

 例えば、カエンタケという猛毒のキノコがあった場合に、赤ちゃんがさわりそうになっ

たら、大体がそれはさわっちゃだめだよと言っていると思います。それはさわっちゃだめ

とか、そっちへ行っちゃだめと言われると、小さい頃の私もそうですが、何でそっちへ行

ってはだめなの、何でそれをさわってはだめなのと、余計に気になります。これを、こっ

ちのほうがおもしろいよと言って、そっちに興味を向かせる、関心を向かせると肯定的に

さわらせないことになるのではないでしょうか。 

 それはよくないよねという否定的な議論ではなく、こうしたらもっといいよねという表

現一つで、相手に対する心象も変わります。どんどん肯定的な議論をしていこうというこ

とで、社内ではあえてだめという言葉を禁止にしております。 

 私は、失敗という言葉もあまり好きではなくて、経験という言葉にしようと。成功事例、

失敗事例というのをよく聞きます。いろいろな企業でも、今回の成功事例を教えてくださ

い、失敗事例を教えてくださいと。ここなのです。失敗事例と言うから、社員は話したく

なくなるわけです。失敗事例、恥ずかしい、何か言われるのではないか。社内では、失敗

というのは２回目から、同じネガティブな経験をしてしまったら、２回目は失敗だねと。

なぜなら、１回目の経験をもとにそこを改善、ブラッシュアップしていないから、同じこ

とを踏んだよねと。なので、１回目は経験でしょう、とにかくチャレンジしようと伝えて

おります。 

 失敗を恐れるなとよく言いますが、失敗と言うから恐れるのです。では、これをこう変

えたらどうでしょう。経験を恐れるなと言ったら、経験だから恐れないとなると思うので

す。失敗は成功のもと。失敗というから、何かネガティブですけれども、こっちのほうが

よくないですか。経験は成功のもとのほうが前向きですよね。なので、まずはやってみよ

うということです。やらなければ、結果はないですし、全てはアクションであって、アク
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ションを起こすからリアクションが返ってくるわけではないですか。なので、まずはやっ

てみようという精神を社内では伝えていて、結果それがやってみようという社員の組織に

なっていきます。 

 やってみたいですと言って、否定されるからもう言いたくない、ではこの会社でなくて

もいいや、ほかへ行こうとなるわけです。それができる、やりたいことができるチーム組

織、風土づくりをしていくということが大事だと考えております。やってみて違ったら、

そのときに考えればいいという話です。そのときは、１人で悩むのではなく、仲間と一緒

に考えようと伝えております。 

 また、悩むと考えるは違うということも社員に伝えています。私がこういう言葉をすご

く大事にしているのは、相手に何かものを伝えるときに、ネガティブではなくポジティブ

に伝えれば、相手も動いてくれる可能性が上がる、気持ちよく動いてもらえるからです。

結果、それはチームの風土がよくなります。悩むと考えるの違いはというと、私は悩むと

いうのは１人で、２人で一緒に悩もうというのはなかなか言わないと思うのです。考える

というのは２人以上ではないかと思います。悩んでいる暇があったら、誰かと一緒に考え

てもらう。三人寄れば文殊の知恵という言葉もありますので、悩むのではなく、考えるチ

ームにしていきましょうと伝えています。 

 そして、提供者目線は捨てろということです。こうしてあげたほうがいいといういうケ

ースがあると思うのですが、それは提供者満足ではないですか。なので、常に自分が相手

だったら、それはうれしい、どう思うかというのを考えてアクションをしてくださいと言

っています。こうすれば相手は喜ぶだろう、自分だったらこうされたらうれしいに変えよ

う。こう言えば相手に伝わるだろうではなく、こう言われたら自分なら理解できるに変え

るということだと伝えております。 

 そのほか、社員に研修の中でもいろいろなキーワードを伝えております。人には教える

なとか、ティーチングとコーチングだったりですとか、マネジメントとはマネジメントし

ないこととか、いろいろな研修をやっております。 

 ハード周りの整備を幾らしても、人間としての魅力がなければ社員は定着しないですし、

職場のやりがい、働きがいのある環境でなければ、社員は定着しないと考えております。

逆に、魅力的な管理職、社員がふえれば、人は集まってチームとなって、やめない集団に

なっていくと私は感じております。 

 そして、ここからは委員の方々に余計なお世話をお伝えしたいと思います。委員の皆さ

んや岩手県について、いろいろと調べさせていただきました。情報発信をしていきましょ

うという言葉をよく耳にします。恐らく委員の皆さんも、各企業にもっともっと情報発信

をして、こうしたらいいのではないですかと伝えていると思うのです。 

 失礼ながら、皆さんのサイトを検索させていただきましたが、年齢や活動が更新されて

いない、ホームページがない、活動カレンダーが更新されていない、レスポンシブ対応を

していない。レスポンシブ対応は、スマートフォンで見たときに、パソコンと同じ画面に
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なっているもので、スマートフォン仕様になっていないということです。何も伝わらない

のではないか、誰に向けての発信をしているのかわからないと思いました。 

 これは、私の個人的な見解で、否定ではないので御了承ください。ただ、発信するので

あれば、継続したほうがいいのではないか。発信しないのであれば、削除したほうがいい

のではないかと思います。私が調べられない部分がたくさんあったかもしれませんので、

そのときは大変失礼ではありますけれども、ただ私が一岩手県民として皆様のサイトを調

べたときに感じたことです。私が一人感じているということは、恐らく岩手県民の方々も、

何でこれは更新されていないのだろうと、議員の方々というのは活動しているのかと今の

若者は思うと思います。 

 岩手県についても調べました。シゴトバクラシバいわて、このサイトは、皆さんも恐ら

く御存じだと思います。ここにユーチューブがあり、広告を載せているのですが、何でだ

ろうと思いました。私が若者だったら、広告が出た瞬間に、もう次に行ってしまうと感じ

ました。 

 そして、いわて働き方改革というポータルサイトもあります。ここに県内企業６社が社

内プロジェクトを展開、実践モデル企業の取り組みとあり、クリックすると６社以上が出

てきますが、同じところが出てきます。何も変わりません。こういうところも変えたほう

がいいのではないかと思います。 

 また、ジョブカフェいわてというサイトがあり、ここにカレンダーが載っているのです

が、文字がぼやけていて何も見えません。スマートフォンでも見ましたが同じでした。こ

ういうところももっと改善できるのではないかと思います。やはり若者を呼び寄せるとい

うことも、新産業創出・働き方改革調査特別委員会の一つのミッションだと思うのです。 

 次に岩手県議会のサイトに委員会活動の内容が載っています。例えばこれは茨城県と東

京都に行かれたときのものですが、ワーケーションの現状や課題の添付資料が表示されま

せん。その質疑の内容も、私だったら知りたいと感じました。 

 参考までに、右下のワーク・ライフ・バランスの推進について、コンサルタントの方が

来られたようですが添付ファイルがありません。こういうところは、働き方改革の一環と

しても、何かできるのではないかと思います。 

 皆さんは、民間企業の働き方改革の委員だと思いますが、議員の働き方改革はされてい

ますでしょうか。よくはわからなかったのですけれども、３時 56分開会、午後４時８分散

会、第４委員会室とあります。これは令和３年なので、今は違うのかもしれないですが、

どういったものをオンラインでやられているのでしょうか。 

 仮に民間企業が 12分の会議のために１時間かけて集まった場合、どんなアドバイスをさ

れるのだろうと。議会はいろいろルールがあって難しいというのは、我々民間企業にも当

てはまると思うのです。そうはいえどもと感じている中小零細企業は、いっぱいあると思

います。 

 さらに、岩手労働局のホームページに岩手働き方改革推進支援センターとあり、すごい
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と思ってクリックしたら、エラーでどこにも飛ばないのです。これも議員の皆さんが一言

言うだけで変わるのかもしれません。どういう支援をしてくれるのだろうと若者がここを

見るかもしれません。それでエラーになったら、もしかしたら岩手に帰るのをやめようか

と思うかもしれません。余計なマイナスはつくらないほうがいいと私は感じております。 

 今申し上げました、若者の皆さんを岩手県に呼び寄せることも委員の皆さんの一つのミ

ッションだと思うのです。今の若者というのは、すぐに検索します。検索して、すぐ次へ

行ってしまいます。そこに残るのは数秒です。そのときに、どれだけそこに居続けさせる

か。早期に実現できることは、県の管轄のサイトの点検だったり、県組織運営の改革だっ

たり、御自身が発信するＵＲＬかもしれません。ただ、ここでの産みの苦しみというのが

我々民間企業の産みの苦しみと同じなのかもしれないと私は感じております。 

 最後に、このたび私が話した内容で不快な思いをさせてしまっている方がいらっしゃれ

ば、大変申し訳ありませんでした。ただ、皆さんも本気で働き方改革をされている方々だ

と思いましたので、私も本気で、上っ面のこういうのは大嫌いなのです。私も本気で岩手

県や議員の皆さんのことも調べましたし、私の思いもしっかりと伝えたいということで、

この資料を作成いたしました。ぜひ議員の皆さんや岩手県が先導モデルになって、そして

日本の未来を変えていっていただきたいと思います。我々民間が何を言っても、結局は国

会議員だったり、県議会議員、市議会議員の方々が制度を変えていくわけです。その制度

によって、我々民間はプラスにもマイナスにも働くのです。ぜひ岩手県が先導モデルにな

っていただきたいと感じております。 

 御清聴いただきましてありがとうございました。 

○岩渕誠委員長 大変貴重なお話、刺激的なお話、大変真を突いたお話をいただいたと思

っております。 

 それでは、これより質疑、意見交換を行いたいと思います。 

 ただいまお話しいただきましたことに関し、質疑、御意見等がありましたら、お願いを

いたします。 

○ハクセル美穂子委員 金沢和樹代表取締役社長、本当にありがとうございました。本当

におもしろいのと、本気度が違うというのを感じました。また、経営者としてもすごく真

剣に事業に取り組んでいらっしゃるのをひしひしと感じる講演で、すごく勉強になりまし

た。 

 私の質問としては、バスケットボールでかなり上位までいかれて、就職してからは営業

をされて、最後に介護事業、福祉事業をしようとしたきっかけ、理由をもう少し教えてい

ただきたいと思います。バスケットボールは、チームプレーで全国トップまで行かれた経

験があるので、それを生かしている感じをすごく受けました。チームづくりというか、会

社がチームのようになっているということで、それまでの経験の中で、例えばこういうこ

とがあったからこそ、今生きているというところがあれば教えていただきたいと思います。 

 私の息子もバスケットボールをやっていますが、バスケットボールを一生懸命やるとこ



 14 

ういう感じにつながるのであれば、頑張ってやってもらいたいとも思いました。部活動や

スポーツをやっていた経験がどう生きているのか教えていただきたいと思います。 

○金沢和樹参考人 私がこの事業を始めたきっかけですが、株式会社大塚商会に入って、

当時はエリートコースだったのですけれども、友人とゴルフをしているときに、めったに

鳴らない父親からの電話がありました。誰か親族が亡くなったのかと思ってゴルフ中に出

たら、もともと父親は秋田県で設計などをやっていまして、宮城県でも事業をやろうと思

うけれども、ちょっと手伝ってくれないかと言われたのです。 

 私は次男で、東京都にずっといましたし、その前に今ゴルフをしているから、そんな急

に言われてもということで、そこから半年ぐらいいろいろと悩みました。いろいろな人間

に相談をしていたら、99％の人間は、今これだけ行っていて、最短でどんどん上がってい

くのにもったいないと言われたのですけれども、１人の友人から、親孝行も親が元気なう

ちしかできないからなと言われたのです。その友人は、母親だけで父親がいないというの

も相まって、ぐさっと刺さりました。一つの企業の中で全国トップを取っても、結局その

企業の中だけだと思いました。 

 人生は一回しかありませんし、あとは大学の頃に友人を２人亡くしているのです。１人

は、原動機付自転車のバイクでばんと当たって死んでしまって、もう一人はアルバイト中

に亡くなってしまいました。そのときに、人というのはあっけなく死ぬのだと思いました。

彼らにもあした、あさっての予定はあったのに、その日は来なかったというのは、今を一

生懸命生きるというところにつながってきます。どうせ人生は一回しかないのであれば、

イバラの道であっても、自分の力をどんどん試していきたいということで、父親の会社を

手伝うけれども、そこから自分で独立するということを決めて、この事業を始めました。 

 バスケットボールは、やってきて本当によかったと今でも思っています。ただ高等学校

時代には戻りたくはないです。当時は、グーで殴るのは当たり前で、血だらけでやってい

ました。今ではもちろんあり得ないですが、今ではいい思い出です。そこでは人間関係を

学びました。体育会系で上下関係がありますので、先輩や目上の人に対しての敬い方や話

し方、愛きょう、先輩が気持ちよくなるような話し方など、そういうのをすごく学びまし

た。弊社の社員にも、自分より年配の方、目上の方がたくさんいますので、そういう方々

とのコミュニケーション力というのは本当に学べたと思います。 

 チームプレーだからこそというのは、すぐには出てこないですけれども、コミュニケー

ションは本当にそこで学べました。初めての方に会ったとき、どうやったらその懐に入れ

るかということは、バスケットボールを通して学びました。 

○ハクセル美穂子委員 意識されないでやられている部分もあるかと思いました。一つ一

つお話しいただいた社員に対する気持ち、上下関係ではなくて、仲間づくりな感じがしま

す。やはりチームワークがうまくいかないと、バスケットボールも全然点が入りませんし、

できないこともあると感じました。 

 若者目線で、いつも感覚を新しくできているというのは、何か工夫をされているのでし
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ょうか。社員とのふだんのかかわりとか、例えば御自分の友達と、あまり年齢を関係なく

つき合っていらっしゃるとか、何か秘訣があるのか最後にお聞きしたいと思います。 

○金沢和樹参考人 その部分については、先ほどもお伝えしたとおり、誰でも私に突っ込

める環境をつくっています。社員、佐藤大介ＧＭからもよく突っ込まれるのですけれども、

そこで議論できる雰囲気です。社長が言うことは絶対みたいな雰囲気というのがよくある

と思うのですが、弊社の社員にはありません。新卒１年目の社員も、初めはなかなか言え

ないですけれども、周りが言っているのを見て、こうではないですか、ああではないです

かということを言っていいのだと、そういう雰囲気づくりはしております。 

 ですから、それはもう古いですよということも言われますし、今はこんなのがはやって

いますよという情報収集もできますし、そういう点では世間でいう社長っぽくない雰囲気

づくりは気をつけて、考えてやっています。 

○菅野ひろのり委員 きょうはありがとうございました。私も関東で流通のＩＴの仕事を

していました。もともとは株式会社光通信におりまして、あとはダイワボウ情報システム

株式会社や株式会社大塚商会などに商品を卸したりしていました。その中で流通、ＩＴは

関係が非常に強いと思って、お話をお聞きしたところです。 

 働き方改革について、２点、具体的なことをお聞きしたいのですが、まず１点は、会社

概要を拝見し、組織の特徴が多々あると思いました。その中で、シニアライフデザインと

あり、きょう来られた佐藤大介ＧＭのソーシャルサポート事業部というのは、ほかの企業

ではなかなか見られない名称で、工夫されているのだろうと思いますので、その役割であ

るとか、お考えをお伺いしたいと思います。 

 もう１点ですが、四方よしの受賞をされたきっかけは、保育士の児童を連れてくるとい

うところだと書かれていますが、具体的にどういう仕組みで行っているのでしょうか。例

えばそれぞれの事業所に保育所を併設しているのかなど、具体的な手法を伺いたいと思い

ます。 

○金沢和樹参考人 弊社の事業部は、ＳＬＤ事業部、ＳＳ事業部、営業コンサル事業部と

いう三つの分類に分かれているのですけれども、ＳＬＤ事業部というのはシニアライフデ

ザイン、シニアサポートなど、シニアの方の生活をデザインしていくという観点で、高齢

者部門はそういう名称にしました。 

 ソーシャルサポート事業部というのは、高齢者以外の部分です。障がいのある方、障が

いのある児童、あとは保育で、社会のサポートをしていくというところで、ソーシャルサ

ポート事業部という名称をつけています。 

 そして、子連れ出勤については、弊社はドミナント的に面で事業展開をしていますので、

そこに保育園が二つあり、例えば介護スタッフがお子さんを保育園に預けてから出勤して

います。 

 保育園というのは急に電話が来て、風邪を引いたので迎えに来てくださいということが

よくあります。そういう部分についても、それは社内の暗黙のルールというか、困ったと
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きはお互いさま精神ということを言っています。そこでサポートし合って、すぐに行きな

よということで、すぐに帰れる体制を整備しています。 

 風邪を引いたという電話に出ない保護者の方もいらっしゃいます。保育園からの電話は

出ないと。そういうのは社内では特になく、お子さんの体調が悪くなったら、すぐに帰っ

てねという組織風土になっております。 

○菅野ひろのり委員 後者の御回答のほうで、そうなったときに例えば途中で早退してい

いといった制度があり、工夫されている企業は多いと感じるのですが、では実際にそれを

活用できるかとなると、また変わってくると思います。育児休暇でも何でも、組織の実際

の活用率にはばらつきがある中で、そこの工夫は非常に大事なのだろうと思います。恐ら

くコミュニケーションというところなのかもしれないですが、そこをどのようにされてい

るのか。取得率が高い、融通も皆さんできているのだと思いますが、そこら辺のヒントを

お伺いしたいと思います。 

○佐藤大介参考人 先ほどの保育園に関して補足ですけれども、株式会社ミツイの社員以

外の地域に住まわれる方のお子様と株式会社ミツイの社員の子供を同じ保育園で一緒にお

預かりしています。社員と地域の方の保育を別に分けてはおりません。 

 御質問の件につきまして、社内でいろいろな制度を整備しているのですけれども、特に

現場のトップ、管理職がしっかりと制度を理解するように取り組んでいます。私などから、

こういう新しい制度をつくったとか、あとは資格取得の補助制度だったり、研修の取得補

助制度はこう使うということを丁寧に現場管理職へ説明し、現場管理職から事業所のスタ

ッフに説明しております。 

 いろいろな福利厚生制度はあるのですけれども、こういう場合は使えますか、使えませ

んといったように、社員ならではの想定していなかった質問などもあります。そういった

とき、まずはそういう指摘や意見を出してくれてありがとうという感謝を伝えた上で、で

はどうしたらいいのかを、現場スタッフと管理職だったり、管理職と私とで、もっとこの

制度をうまく活用する、ブラッシュアップするための議論を続けています。 

 一回決めたからずっとそれでいくということではなく、20 歳代、30 歳代、40 歳代の社

員で、それまでの経験や時代なども違うので、もっと多くの社員が使えるよう、その辺は

柔軟に、今の社員が望むことをしっかりと議論し、手づくりで一つ一つつくっていくスタ

ンスでやっております。 

○菅野ひろのり委員 あと２点お伺いしたく、１点は給与制度とその体制ですが、先ほど、

若くして昇進し、管理職になる方もいると話されていましたが、その雇用形態と昇進の仕

組みはどうなっているのでしょうか。 

 最後に、民間としては当たり前なのかもしれませんが、ＩＴを駆使しており、また、マ

インドもポジティブで、フラットな体制になっている中で、今後の御社の働き方改革は、

どういうものを考えられているのかお聞きして終わりたいと思います。 

○金沢和樹参考人 前段の雇用形態はどうなっているのかという御質問は、具体的にはど
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ういったものでしょうか。 

○菅野ひろのり委員 例えば新卒で入社されて、半年ぐらいでしたか、すぐ管理職になる

ケースについて、例えば年齢とか、役職手当やインセンティブなどがあるのかお聞かせく

ださい。 

○金沢和樹参考人 新卒で入って管理職になっても役職手当は発生します。かつ、福祉業

界では恐らく珍しいのですけれども、今おっしゃったインセンティブ制度をつくっており、

利用数や売り上げが上がっていくと、管理職にインセンティブが入ります。この業界では

珍しいと思うのですけれども、２年目の管理職で、400 万円ぐらいの年収になったりしま

す。 

 今後の働き方改革については、佐藤大介ＧＭが申し上げたとおり、会社が改革を起こす

のではなく、現場が改革の起点になっていくと考えております。現場が、こういうところ

をこうしたいのだけどということを言える環境です。会社としてつくっても、現場にそぐ

わないということはいっぱいあります。今の世の中の状況もそうですし、最前線で活躍し

てもらっている社員の目の前にお客さんがいるので、そのお客さんのためにこうしたいの

ですけれどもとか、現場の社員の職場環境をこうしたいのだけれどもという提案をしても

らって、それを受け入れて現実にしていくことが、働き方改革になると考えています。 

○米内紘正委員 きょうは、詳細な調査からの本気のお話ということで、ありがとうござ

いました。私も少し突っ込んでお話をお聞きできたらと思います。配られた資料にはなか

ったと思うのですが、スライドで過去の考え方は不要とありました。創業されて 10年近く

になられて、とにかくやるだけだ、アクションを起こすという社長イズムの中で社員教育

をして、これだけ急成長している、従業員も二百何十人ということだと思うのです。 

 私も地域を回り、中小企業や零細企業の方と話していると、いや、うちではそれは無理

かなと、できる人が誰もいないしと、いろいろな制度も含めてそういったお話をよく聞き

ます。なので、一つお聞きしたいのですが、やはり地域の企業というのは、過去の考え方

と戦っているのです。もう何十年、百何十年、15代目ですという社長がいて、そういう企

業というのは、その社長イズムは、今の社長のイズムではないのです。過去から受け継が

れてきて、自分よりも年が 20歳も 30歳も上の社員に囲まれて、自分が社長になったとき

に、どう変えられるすべがあるのでしょうか。 

 最後にお話しいただきました岩手県議会や岩手県庁は、まさに岩手県政 150年という過

去の歴史、先例、慣例の中でやっています。一つ例を申し上げますと、思い切って私も言

いますけれども、提出予定議案等説明会といって、議会の前にどういう議案が出ますと説

明する会があります。これは、その後議会ですることなので、内容に関する質問をしては

いけません。県の執行部は、こんな議案が出ますというのを１時間か２時間ただ読むだけ

なのです。そのために、岩手県内から全議員が集まります。平均すると、恐らく１人往復

２時間くらいの移動時間で、５時間かかる議員もおります。それくらいの時間をかけて来

て、ただ１時間、２時間聞いて帰るとなると、本会議ではないですからオンラインでいい
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のではないか。過去の流れもあるのですが、そういったことへの考えもお聞きしたいと思

います。 

○金沢和樹参考人 前段に関しては、やはり歴史があったり、慣例とか慣習、そして社内

のいろいろなものがあると思いますが、シンプルにトップの方が今後どうしたいのかとい

うところだけだと思うのです。今までの経緯があるからというのはわかったと。では、今

後どうしたいのか、それだけではないかと思います。それをどう変えるのかではなく、ど

うしたいのかというところから、では何をするかになっていくわけではないですか。そこ

はシンプルだと思うのです。 

 それこそ何百年と続いた九州の酒屋で、高級日本酒づくりを全部ＩＴ化した獺祭もそう

です。獺祭は、何百年も続いてきているのに、杜氏なんて要らないということで、全部Ｉ

Ｔ化したというのも、今までの歴史を変えた瞬間だと思うのです。今の社長は、今どきの

やり方をしようと大改革をしました。恐らくその社長が、今後はこうしていこうと考えて、

ではどうするかといったら、もうそこを排除したのだと思うのです。今までというのは、

それはそれで否定ではなく、もちろん大事です。それを踏まえて、今後どうしていくのか

というのが、生き残りだったり、さらなる繁栄だったりになるわけです。そこは、今の経

営者がどう感じて、アクションを起こすか、起こさないか。アクションを起こさなければ、

今までの流れでとなります。 

 米内紘正委員もアウトプットするかどうかだと思うのです。そういうことを言い続けて

同志をいっぱいつくっていけば、議員の皆様も数の原理だと思いますので、改革というの

はそういうふうにしていくべきではないかと思います。 

○米内紘正委員 やはりトップ、社長が変わらないと、なかなかうまくいかないところも

あると思います。また、提出予定議案等説明会は、いつかオンラインでできるような形に

なったらいいのではないかと思います。 

 最後にもう一つ、これも突っ込んだ質問ですが、新卒の社員もすぐに社長にいろいろ言

えるような環境づくり、知識や技術はなくとも環境はつくれる、それをどんどん広げてい

きたいというお話でした。金沢和樹代表取締役社長が、議員か首長の選挙に出られたら、

仙台市、宮城県、そして日本というところの改革になるのではないかと思ったのですけれ

ども、そういう思いとかはありますでしょうか。 

○金沢和樹参考人 今おっしゃっていただいたことは、正直一度考えたことはあります。

私は今ＮＰＯの副代表もやっており、そのＮＰＯのメンバーも今仙台市の市議会議員選挙

に出ようかと言っているのですが、私は民間企業が役所を変えていくことはできると考え

ているのです。民間企業が、それが世の中の当たり前になっていったら、役所も変わって

いくしかないではないですか。そういう点では、民間企業というのは、ある意味自由です

ので、そういう部分で世の中の当たり前を変えていくことができると思っています。 

 仙台市役所へ申請書を出したときに、上に判こが 10個ぐらいあって、そこでバツと来た

ものを丸に変えたこともあります。それはやはり民間企業だからこそで、これは少し違う
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のではないかと、いろいろ突っ込みました。 

 保育園落ちた日本死ねというＳＮＳへの投稿は、安倍晋三元内閣総理大臣が待機児童を

ゼロにすると表明するなど、一市民が日本を変えたではないですか。いろいろな変え方が

あると思うのですけれども、私が市政、県政に出たところで変わらないかもしれませんし、

民間としてできることをやり続ければ、世間の風習、慣習、役所や議員の方の考え方が変

わるかもしれません。なので、きょうはあえてこういう突っ込んだことを、失礼を承知の

上でお伝えしています。議員の皆さんに少しでも、あれ、そうだったかもしれないと思っ

ていただけるのも、今我々は民間だからこういう話ができるのであって、議員になって皆

様に話すときは、こういった話はできないかもしれません。そういう観点で、民間ができ

ることをやることで、世の中を変えていきたいと考えております。 

○伊藤勢至委員 きょうはありがとうございました。私は、議会の中で２番目の年長者で、

この委員会の中では最年長でございます。縄文時代の生まれだと自分は思っています。完

全に紙人間でございまして、ただ世の中が変わっていくことについては、過去を振り返っ

ても絶対改革というのはあるわけであります。それは当たり前であって、どんどん私たち

を踏み越えていっていただきたいと思っております。私たちは、先を生きてきた者として、

後進の方々の邪魔にならないようにしたいと、自分では今そう思っているのです。 

 第二次世界大戦のときに山本五十六という海軍大将がいましたが、その方が兵員を鍛え

る、育てるために、やってみせ、言って聞かせて、させてみて、褒めてやらねば、人は動

かじ、と言ってきたことは、今の時代になっても変わらない人間に対しての教えだと思う

のです。そういうことを踏み越えながら、どんどん会社を広げたり、社員の生活を守って

上に向かっていく、それはそれで大いに結構だと思います。 

 織田信長の時代は人生 50 年と言われましたが、70 年になり、今や 100 年時代とさえ言

われる中でも、必ず終わりが来ます。そうしますと、今盛んに力をつけて頑張っておられ

る創業 10年近い会社にとりましても、30年後、40年後には、今働いている社員たちの退

職という部分が出てくると思うのです。 

 そういう会社であっても新陳代謝はあるわけですから、備えをしておかなければなりま

せん。そういうことは、勢いのあるうちに始めておくべきだと思うのですが、将来の備え

についてどのようにお考えでしょうか。 

○金沢和樹参考人 将来を考えるのももちろん大事ですけれども、今をどう生きていくか

の積み重ねが将来だと考えています。将来から逆算をしていくと、そこに向かっていくし

かなくなってしまいます。なので、世の中の変化にいかについていくか、順応していくか、

その変化を大事にして、変化に適応できる積み重ねが結果、将来になると考えています。 

 逆算ではなくて、積算型のスタイルでやっていくことについて、それこそ今回の新型コ

ロナウイルス感染症は誰も予想できなかったわけです。航空業界の中長期計画を見ると、

将来をこう見ていたわけですが、はしごを外されて、ずどんとなったわけです。将来を考

えるのはもちろん大事ですけれども、我々はどちらかといったら積算で、今の世の中、変
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わり過ぎる世の中にどう順応して、１歩でも２歩でも先と現在とが重ね合っていくことを

大事に考えています。 

○伊藤勢至委員 物事は明るく考えて、常に挑戦をするべきと思っております。ただ、時

間がたてば来ることには、経営者としては備えなければならないと思います。 

 それから、今は電信が大発展をしております。三陸沿岸の宮古市には、学会というもの

が来たためしがないということで、若者に刺激を与えるため、20年ほど前に何かの学会を

呼んでほしいと言いましたところ、ニュートリノという学会を呼んでもらいました。 

 これは、今ではＩＬＣ、国際リニアコライダーに結びつくのですが、北海道大学、東北

大学、東京大学、大阪大学、名古屋大学、福岡大学、九州大学といった著名大学の物理研

究者の先生方が三十数人宮古市に集まって勉強会や公開講座を開いていただきました。通

信で今一番早いのは電気で、１秒間に地球を７回半回りますが、ニュートリノは地球を突

き抜けてくる分子があって、これを通信の技術に活用できれば、電気よりも早い通信技術

になることを研究しているということです。 

 その集大成がＩＬＣにつながっていくのだと思うのですが、そこで先生に、これは我々

の生活にどう役に立つのでしょうかと聞いたところ、ああ、いいことを聞いてくれました。

電気よりも早い通信技術の確立ができれば、世界をもっと変えられると、そういうところ

に今近づいてきているのだと答えられました。 

 そのように世の中が変わってきていますので、新進気鋭の皆さんが、我々の世代が過去

にやったばからしい経験を二度とすることがないように、大きく育っていってほしいと思

います。そして、そういう仲間をつくって、東北全体を盛り上げていただきたい。そうい

う責任も背負っているということを、ぜひ申し送りたいのですが、一言感想がありました

らお聞かせください。 

○金沢和樹参考人 非常にハードルの高い御質問ですけれども、過去は過去でやはり大事

だと思うのです。やはり過去に、マイナスであったり、プラスであったりという経験があ

るからこそ、今我々は生きています。毒キノコは、いろいろなものを食べて亡くなった方

がいるから毒キノコだと発見できたのです。それと同じで、過去の方の経験には、やはり

感謝の気持ちを持たなければいけないというのは、我々も本当に感じております。先ほど

日本昔話と言いましたけれども、日本昔話があるからこそ今があるのです。 

 我々も今伊藤勢至委員がおっしゃった責任感を持って、岩手県の同年代、若い方々との

コミュニティー網をつくっていきたいと思います。いろいろな同志が集まって、世の中を

変えていく。結果それが働き方改革であったり、ニュートリノの開発など、そういうとこ

ろで世の中をよくしていきたいと感じております。 

○高橋穏至委員 先ほど菅野ひろのり委員から質問がありました社員の保育は、御社で運

営している事業で預かって、子育てしながら働くことができるということでしょうか。職

場内に保育施設を持った会社、北上市にも保育所をやりながら、職員は全部預かりますと

いうところはあるのですが、それとどこか違うのかお聞きしたいと思います。 
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 また、保育料無料に関して、保育事業だと保育料は、年収によって負担金が決まって、

施設には１人当たり幾らという定額で来る仕組みになっていますが、そこら辺のやり取り

はどうなっていますか。 

○金沢和樹参考人 保育事業もいろいろな種類があります。大きい園では保育所という種

類があり、小規模保育事業のＡ型、Ｂ型、事業所内保育事業、最近では企業主導型保育事

業というのもあります。その中で我々は、事業所内保育事業小規模Ａ型と企業主導型保育

事業を一つずつ運営しています。今高橋穏至委員がおっしゃったように、事業所内保育事

業小規模Ａ型は、仙台市の所得割額で決まり、その部分の自己負担額を無料にしています。

企業主導型保育事業は内閣府で決めたものがあり、その自己負担額を無料にしています。 

 北上市の事業者の方がどういう保育事業の形態でやっているのかわからないので、その

違いについてはお答えできないのですけれども、保育士の子連れ出勤の一番大きな違いは、

保育士が朝一緒に子供と来て、自分の目の前に自分のお子さんがいて、ほかのお子さんも

一緒に見ているというのは、今のところ、まだ世の中で少ないのではないかと思います。 

 あと、保育士不足の中で、10 人の募集枠のところに 70 人の応募が来たというのは、恐

らく全国で例がないと思います。 

○岩渕誠委員長 ほかにありますか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○岩渕誠委員長 ほかにないようですので、本日の調査はこれをもって終了いたします。 

 では、私から一言御礼を申し上げたいと思います。金沢様、佐藤様、本日はお忙しいと

ころ御講演いただきまして、誠にありがとうございました。御講演の中では、さまざまな

キーワード、キラーフレーズ、いろいろな言葉が出てきたと思います。成長しなくても変

化をしろと、楽しくやるな、おもしろくやれと、こういったところは、我々の仕事をして

いても、そのとおりなのだろうと思います。 

 昔、山猫という映画がありまして、その中で没落公爵の、変わらずに生き残るには、み

ずから変わらなければならないというせりふが有名になりましたが、日々変革を求めてい

るのが我々議員の活動だと思います。そういった意味で、大変刺激的なお話を頂戴したと

思っております。 

 段取りをつけていただきましたハクセル前委員長にも感謝を申し上げて、きょうの時間

が大変有意義になったことに感謝を申し上げたいと思います。今後の御活躍、御多幸をお

祈りしたいと思います。きょうはありがとうございました。 

 委員の皆様には、次回の委員会運営等について御相談がありますので、しばしお残り願

います。 

 次に、１月 24日から１月 26日まで予定されております当委員会の県外調査についてで

ありますが、島根県及び山口県内において、新産業創出・働き方改革等について調査を行

います。よろしくお願い申し上げます。 

 次に、４月に予定されております当委員会の調査事項についてでありますが、御意見等
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はありますか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○岩渕誠委員長 特に御意見等がなければ、当職に御一任願いたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○岩渕誠委員長 先例に倣えば、４月の閉会中の委員会については、この委員会での報告

の取りまとめを行って、６月定例会で委員長報告を行うのが通例となっております。それ

では、この件については御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 


